
◇  　令和6年度指定管理者事業評価書
指定管理料 利用料金 支出 施設運営の方針

初年度 31,761,481円 33,655,695円
利用者・支援員双方が安全で満足できる
運営を目指したい。

２年目 35,137,666円 37,405,059円
利用者・支援員双方が安全で満足できる
運営を目指したい。

３年目 37,688,206円 41,710,050円
利用者・支援員双方が安全で満足できる
運営を目指したい。

令和2年4月1日 ～ 令和7年3月31日 ４年目 35,122,385円 38,743,629円
利用者・支援員双方が安全で満足できる
運営を目指したい。

令和6年4月1日 ～ 令和7年3月31日 ５年目 31,481,660円 35,049,145円
利用者・支援員双方が安全で満足できる
運営を目指したい。

●総合評価の基準

5 ☆☆☆☆☆ 評価基準のすべてが☆☆☆以上で、かつ、最も多い評価が☆☆☆☆☆である 公募

4 ☆☆☆☆ 評価基準のすべてが☆☆☆以上で、かつ、最も多い評価が☆☆☆☆である 使用料

3 ☆☆☆ 評価基準の最も多い評価が☆☆☆である 平成21年4月1日

2 ☆☆ 評価基準の最も多い評価が☆☆である 平成２０年度

1 ☆ 評価基準に☆が１以上ある 包括的委託

◆総括評価を概括した総合評価の所見(成果・改善等)

●指定管理者の総合自己評価… ●市(施設所管課)の総合評価… ☆☆☆☆

指定期間

使用料・利用料金制の別

指定管理者による運営開始日

施設の供用開始日

指定管理導入前の運営形態

評価対象期間

公募・非公募の別

☆☆☆☆

前年度の管理・運営の継続のほかに改善も含めて、学童を取り巻く地域の特色や時世の変化にも
目を向け、対応ができるように工夫も図っていく。コロナ禍以前の生活に戻り、制限がなくなりでき
ることが増えたので、子どもを中心に置いてまちづくりをし、利用者や地域との協同をすすめる。子
どもや保護者をありのまま受け止めて、安心安全に過ごせる場所・体験を通して一人一人成長で
きる場所を構築する。地域に見える、安心して利用できる管理・運営に努める。またICTを活用して
子どもの入退室の管理や保護者へのお知らせなど円滑に進められるようにする。

施設ＨＰアドレス

（公募による応募状況等）
公募による募集を行い、草津市指定管理者選定評価委員会での審査、意見により候補者選定
を行った。現指定管理者は過去からの実績を踏まえ、他の申請団体と比して保育理念等に優
れ、児童に対する安全管理について学校等関係機関との連携を密にしている点で高く評価で
き、指定施設の効用を最大限に発揮した施設の管理・運営を果たしている。
（使用料導入についての効果の検証）
公設児童育成クラブは草津市児童育成クラブ条例に基づき、保育料を一律としているため、他
クラブとの差異や、指定管理者としてのインセンティブはなく、利用料金制の導入は行っていな
い。

指定管理者名 労働者協同組合　労協センター事業団
ICT費を活用し児童入退システムやICT関連
業務を充実、コロナ費を活用しコロナ禍での
保育を充実させることができた。

コロナ禍での制限が緩んだこともあり、指定
管理料内で可能な限り行事等を充実させる
ことができた。

https://minnanoie.roukyou.gr.jp
ICT費を活用しﾈｯﾄ開通、児童入退管理ｼｽﾃ
ﾑの導入等今の時代に即した環境を整えら
れた。

公募・非公募、使用料・利用料金制の導入についての効果の検証

概ね適正な管理運営ができている。人員配置、保育業務、学校・地域との連携、児童・保護者へ
の対応、苦情・要望への対応など、サービスの質の向上に努めながら、良好に管理運営がなさ
れている。

制限なく行事を行うことができたので指定管
理料内で可能な限り行事等を充実させること
が出来た。

事業目標および管理・運営に対する評価(事業年度終了後記入）

○その他の項目

事業目標および管理・運営に対する自己評価(事業年度終了後記入）

コロナ禍の制限がなくなり、制限なく行事等を行うことができた。遠足は気温が高すぎるためチョコ
レートの工場見学を行い、昼食も飲食店を貸し切りにし、室内で昼食を取り、熱中症対策を行った。
今年は保護者交流会として、夏休み説明会＋ゲーム大会(新入所の方対象）、バザー、クリスマス
発表会を行った。今年は職員の負担軽減のため時期を変更した。また、昨年は保護者の観覧場所
に椅子を設置していなかったが、今年は椅子を並べ、詰めて座ってもらうことで昨年より多くの方に
見やすい場所で観ていただくことが出来た。
普段の保育は児童入退管理システムを使用し子どもの欠席管理やお知らせなど細かな連絡を紙
媒体より円滑な情報共有を行うことが出来た。

令和6年度の管理・運営に係る事業目標（年度当初に記入）

施設名 のびっ子「大路」 経理の状況

施設所管課 子ども未来部 子ども・若者政策課
コロナ補助費で今後も充実した保育を行え
る備品を購入することが出来た。



◆評価基準

☆☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆

☆☆

☆

施設全般の管理運営に関する業務(職員の配置や研修の実施、入所状況等)(仕様書 P1,2)

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

事業の実施に関する業務(保育・事業の充実に向けた取組、個人情報の取扱い等)(仕様書 P1,2)

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

児童の保育に関する業務(おたよりの活用、アンケートの実施、児童への対応等)(仕様書 P2,3)

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

管理物件の維持保全等に関する業務(保守点検、安全対策等)(仕様書 P3,4)

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

仕様書・協定書等の基準を遵守し、概ねその水準に沿った内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守しておらず、改善が必要な内容である

◇施設に係る主な指定管理業務
草津市児童育成クラブ条例第３条に定める、次に掲げる業務
(1)　放課後児童健全育成事業の実施に関する業務
(2)　クラブの施設および設備の維持管理に関する業務
(3)　前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

仕様書・協定書等の基準を遵守し、その水準よりもはるかに優れた内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である

仕様書・協定書等の基準は遵守し、若干の改善が必要な内容である
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毎日の日常設備点検、設備点検、消防署立入など法定点検を行なった。点検記録簿
などの管理、改善策の為にも備えた。判断ミス・怪我未然防止の為に、児童・職員へ
の指導のおいて安全な動線の確保・維持、危険予知が出来るように務めた。ワックス
がけも行い施設も維持保全に努めた。
避難訓練等を行い、子どもたち自身も有事の際自分の身は自分で守れるように務め
た。

毎日の日常設備点検、消防署立入など法定点検を行なった。怪我未然防止の為に、
児童・職員の常時声掛けをはじめ安全な動線の確保、危険予知が出来るように務め
た。
避難訓練等を行い、子どもたち自身も有事の際自分の身は自分で守れるように務め
た。

安全対策として、防犯・防災マニュアルを作成し、それに基づいて日々の点検や月１回
様々な災害を想定しての避難訓練等を実施された。日々の保育を通じて危機意識を高
めるなど、安全な保育が保たれるように努められた。

児童入退管理システムを活用し、保護者とのやり取りが円滑に行えた。お知らせを必
要な時にその都度配信し、円滑に保護者に情報を伝えることが出来ている。また参加
申し込みもアプリで行い、口頭でフォローをしているので紙媒体より提出率が高いよう
に実感している。
より支援の必要がある子どもは必要に応じて、保護者や専門機関、学校と連携・面談
を行った。

システムを通じて児童の様子を中心とした事務連絡やイベント予定および参加確認な
どを周知し、保護者との情報共有やコミュニケーションを図られた。また、気になること
があれば必要に応じて面談や関係機関と連携を図り、問題の早期発見と解決に努め
られた。

保護者アンケートを実施。結果は改善策を盛り込み回答のお便りとして配布。
より支援の必要がある子どもは必要に応じて、保護者や専門機関、学校と連携・面談
を行った。
高学年の子どもたちのフォローとして民設学童(他事業者）とも連携を取り、来年度に
向けてのフォローを行った。

コロナ前の生活に戻り、昨年よりも制限がない行事になり、遠足やクリスマス発表会
など職員の負担も多かったが、職員のサポートなど心身の健康維持・管理に徹底し
た。出勤が少ない職員には個人情報を含まないものはSNSで共有、個人情報が含む
ものは日誌・口頭等の現場内で共有する等必要に応じて適した方法で保育の情報を
共有した。

仕様書に定める基準を遵守しながら適正に運営された。研修にも参加され、支援員等
の資質向上に努めるとともに、保育活動が円滑になるよう健康管理や情報共有など工
夫された。

上半期に引き続き情報共有を徹底した。市や県の研修に参加し、それぞれが自己研
鑽に励んだ。

仕様書に定める基準を遵守しながら適正に運営された。研修にも参加され、支援員等
の資質向上に努めるとともに、保育活動が円滑になるよう健康管理や情報共有など工
夫された。

保護者に対して実施したアンケートの結果を受け、その内容と改善策を保護者と共有
することで、保護者とのコミュニケーションを図られた。また、気になることがあれば必
要に応じて面談や関係機関と連携を図り、問題の早期発見と解決に努められた。

安全対策として、防犯・防災マニュアルを作成し、それに基づいて日々の点検や月１回
様々な災害を想定しての避難訓練等を実施された。日々の保育を通じて危機意識を高
めるなど、安全な保育が保たれるように努められた。

制限なしで行事を行うことが出来た。夏休み中の行事については高学年の人数も多
かったので子どもたちの自主性を活かし行事を行うことが出来た。
個人情報を含む書類等は書庫に施錠をし管理を徹底した。

遊びや体験を通して児童が楽しめるようイベントを実施し、保護者とコミュニケーション
を図りながら保育を工夫する姿勢が見られた。また、個人情報についても、鍵付きの書
庫に保管し、適正な管理をされていた。

昨年行った保護者を招いての夏休み発表会は職員の負担が大きかったため、冬休
み前に時季変更をし、クリスマス発表会として行った。子どもたちが希望制で発表を
し、全員で歌を歌ったので有志の発表がない子も保護者に対して見せ場を作るように
した。
個人情報を含む書類等は書庫に施錠をし管理を徹底した。

季節に合ったイベントを実施された。また、保護者とコミュニケーションを図りながら。連
携して保育を工夫する姿勢が見られた。個人情報についても、鍵付きの書庫に保管
し、適正な管理をされていた。


